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大
軍
拡
も
大
増
税
も
Ｎ
Ｏ
！

賃
金
あ
げ
て
消
費
税
さ
げ
る
Ｙ
Ｅ
Ｓ
！

　
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」が
防

衛
省
内
部
文
書
「
自
衛
隊

施
設
の
強
靱
化
に
向
け

て
」
を
ス
ク
ー
プ
し
ま
し

た
。
そ
の
内
容
は
、
全
国

２
９
３
の
基
地
で
主
要
司

令
部
の
地
下
化
▽
主
要
施

設
の
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
攻
撃
対
策

▽
「
Ｃ
Ｂ
Ｒ
Ｎ
ｅ
に
対
す

る
防
護
性
能
の
付
与
」
と

核
攻
撃
被
害
も
想
定

全
国
３
０
０
自
衛
隊
基
地
を
「
強
靱
化
」

　
　
岸
田
政
権
の
「
敵
基
地
攻
撃
」
の
危
険

日
本
科
学
者
会
議
武
蔵
野
通
研
分
会
幹
事
会
が

「
学
術
会
議
法
改
悪
政
府
方
針
お
よ
び
軍
拡

安
保
３
文
書
の
撤
回
を
求
め
る
」
声
明
発
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
３
月
１
日
）

　

声
明
は
、
内
閣
府
が
昨

年
12
月
に
公
表
し
た
「
日

本
学
術
会
議
の
在
り
方
に

つ
い
て
」
が
、
日
本
学
術

会
議
の
政
府
か
ら
の
独
立

性
を
奪
う
も
の
と
批
判
。

さ
ら
に
岸
田
政
権
が
閣
議

決
定
し
た「
安
保
３
文
書
」

は
、「
日
本
の
科
学
・
技
術
、

ひ
い
て
は
学
問
を
ま
る
ご

と
戦
争
の
た
め
に
奉
仕
さ

せ
る
」
も
の
と
指
摘
。

　

そ
の
上
で
声
明
は
、
学

術
会
議
法
改
悪
と
『
安
保

３
文
書
」
の
撤
回
、
さ
ら

に
菅
首
相
が
任
命
拒
否
し

た
学
術
会
議
会
員
６
名
の

任
命
を
求
め
て
い
ま
す
。

男
女
同
権

２
０
２
２
年
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
中
で

日
本
は
最
下
位

　
　
法
的
権
利
　
男
性
の
８
割
弱

の
「
女
性
・
ビ
ジ
ネ
ス
・

法
律
」
指
数
を
発
表
（
２

日
）。日
本
は
前
年
比
横
ば

い
の
78
・
８
でO

ECD

38

カ
国
で
最
下
位
で
し
た
。

　

日
本
で
は
、
女
性
に
認

め
ら
れ
て
い
る
法
的
権
利

が
男
性
の
８
割
弱
に
す
ぎ

ま
せ
ん
で
し
た
。
と
く
に

低
か
っ
た
の
は
「
職
場
」

と
「
賃
金
」
の
分
野
で
す
。

　

報
告
書
は
各
国
に
男
女

同
権
の
改
善
を
強
く
求
め

て
い
ま
す
。

　

世
界
銀
行
は
、
国
・
地

域
別
に
男
女
同
権
が
法
的

に
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る

か
を
示
し
た
２
０
２
２
年

し
て
施
設
の
構
造
強
化
な

ど
を
行
う
と
い
う
も
の

（
図
）
で
、
化
学
・
生
物
・

核
兵
器
な
ど
に
よ
る
攻
撃

に
耐
え
る
よ
う
整
備
す
る

計
画
で
す
。
こ
れ
に
投
じ

る
の
は
今
後
５
年
間
で

４
兆
円
。
日
本
が
敵
基
地

攻
撃
を
行
え
ば
、
反
撃
さ

れ
て
日
本
全
国
ど
こ
で
も

戦
場
と
な
る
こ
と
を
想
定

し
た
計
画
で
す
。

　

岸
田
政
権
は
国
会
に
も

国
民
に
も
隠
し
、
ゼ
ネ
コ

ン
に
工
事
発
注
の
案
を
提

示
し
て
い
ま
し
た
。
断
じ

て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

（
注
）

◇
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
攻
撃
＝
高
高

度
で
の
核
爆
発
な
ど
で
生

じ
る
電
磁
パ
ル
ス
で
電
気

系
統
を
破
壊
す
る
も
の
。

◇
Ｃ
Ｂ
Ｒ
Ｎ
ｅ
＝
核
兵
器

を
は
じ
め
化
学
、生
物
、放

射
性
物
質
な
ど
に
よ
る
攻

撃
の
総
称
。
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ら
れ
て
い
る
」「
岸
田
首
相

は
原
発
を
最
大
限
活
用
と

政
策
転
換
し
た
。
原
発
事

故
の
教
訓
無
視
も
は
な
は

だ
し
い
」「
ザ
ポ
ロ
ジ
ェ
原

発
の
外
部
電
源
が
ロ
シ
ア

の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
で
一
時

遮
断
さ
れ
た
。恐
ろ
し
い
」

「
核
兵
器
も
原
発
も
無
く

さ
な
い
と
本
当
の
安
全
に

な
ら
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

安
倍
政
権
下
の
報
道
介

入
問
題
。「
官
邸
が
政
権
に

批
判
的
な
番
組
に
圧
力
を

か
け
る
た
め
放
送
法
の
解

釈
変
更
を
迫
っ
た
」「
総
務

省
は
す
べ
て
同
省
が
作
成

し
た
行
政
文
書
で
あ
る
こ

と
を
認
め
て
公
開
し
た
」

「
当
時
の
高
市
総
務
相
は

捏ね
つ
ぞ
う造
文
書
だ
と
開
き
直
っ

て
い
る
が
、
見
過
ご
せ
な

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
初
号
機

打
ち
上
げ
失
敗
（
７
日
）。

「
第
２
エ
ン
ジ
ン
が
着
火

せ
ず
指
令
破
壊
し
た
。
電

源
系
統
に
異
常
が
あ
っ
た

よ
う
だ
」「
地
球
観
測
衛
星

だ
い
ち
３
号
と
と
も
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
沖
に
落
下
し

た
。
残
念
だ
」「
文
科
省
が

原
因
究
明
の
た
め
対
策
本

部
を
設
置
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

第
５
回
Ｗ
Ｂ
Ｃ
。「
６
年

ぶ
り
の
開
催
。
す
ご
い
盛

次
回
発
行
は
３
月
27
日

で
す
。

最
高
裁
の
政
府
へ
の

忖
度
判
決
に
怒
り

　

最
高
裁
が
諫
早
干
拓
開

門
を
認
め
な
い
決
定
を
し

た
。
有
明
の
ノ
リ
や
海
産

物
を
駄
目
に
す
る
諫
早
干

拓
。
開
門
す
れ
ば
遠
浅
の

有
明
海
の
海
流
が
復
活
し

て
海
が
再
生
す
る
こ
と
を

研
究
者
が
示
し
て
い
る
の

に
、
公
共
事
業
を
何
が
な

ん
で
も
押
し
通
す
政
府
。

一
度
確
定
し
た
開
門
の
判

決
を
覆
し
た
最
高
裁
。
忖

度
も
は
な
は
だ
し
い
。
ひ

ど
い
自
然
破
壊
、
漁
業
者

の
怒
り
は
当
然
だ
し
、
私

た
ち
も
怒
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

 （
Ｎ
）

り
上
が
り
だ
」「
プ
ー
ル
Ｂ

の
日
本
は
中
国
、
韓
国
を

破
り
１
位
だ
」「
ベ
ン
チ
の

選
手
を
含
め
一
体
感
が
あ

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
10
日
、
都
心
で
22
・

９
℃
を
観
測
。
今
年
一
番

の
暖
か
さ
と
の
こ
と
」「
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
開
花
も
間

近
だ
」「
近
く
の
農
家
の
庭

先
に
咲
く
ハ
ク
レ
ン
が
見

ご
ろ
を
迎
え
た
」

　

春
闘
。「
ス
ト
ラ
イ
キ
批

准
一
票
投
票
は
、
昨
春
闘

を
上
回
る
99
・
00
％
の
高

率
で
ス
ト
ラ
イ
キ
権
を
確

立
し
た
」「
持
株
総
分
会
は

98
・
50
％
だ
っ
た
」「
フ
ラ

ン
ス
で
は
政
府
の
年
金
支

給
年
齢
引
き
上
げ
に
反
対

し
て
３
５
０
万
人
が
ス
ト

を
行
っ
た
。
行
動
力
が
す

ご
い
」「
物
価
高
騰
の
さ
な

か
、
賃
上
げ
要
求
は
満
額

勝
ち
取
っ
て
ほ
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

東
日
本
大
震
災
・
福
島

第
１
原
発
事
故
か
ら
12
年
。

「
テ
レ
ビ
で
は
震
災
の
教

訓
を
伝
え
る
関
連
番
組
が

多
い
」「
南
海
ト
ラ
フ
の
巨

大
地
震
や
首
都
地
震
も
間

近
に
迫
っ
て
い
る
。
対
策

を
し
っ
か
り
や
っ
て
ほ
し

い
」「
福
島
県
で
は
原
発
事

故
で
今
も
２
万
７
０
０
０

人
超
が
避
難
生
活
を
強
い

オスプレイのクラッチ不具合

　墜落の危険ありながら
　　日本上空飛行

　

オ
ス
プ
レ
イ
は
、
飛
行

中
、
ク
ラ
ッ
チ
が
離
れ
て

滑
る
な
ど
ロ
ー
タ
ー
に
動

力
が
伝
わ
ら
な
い
状
態
に

陥
り
、
ク
ラ
ッ
チ
を
結
合

す
る
と
エ
ン
ジ
ン
の
動
力

を
伝
え
る
駆
動
系
統
に
衝

撃
が
生
じ
て
破
損
す
る
不

具
合
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

こ
の
不
具
合
は
抜
本
的
な

設
計
変
更
が
必
要
と
な
る

深
刻
な
欠
陥
で
、
米
軍
は

　

岸
田
首
相
は
「
賃
上
げ

の
た
め
に
生
産
性
向
上
」

と
繰
り
返
し
述
べ
て
い
ま

す
が
、
日
本
は
生
産
性
が

上
が
っ
て
も
、
賃
上
げ
が

と
も
な
っ
て
い
ま
せ
ん

（
図
）。
２
日
の
参
院
予
算

委
員
会
で
日
本
共
産
党
の

小
池
書
記
局
長
は
、
実
質

賃
金
が
10
年
で
年
間
24
万

円
減
少
し
た
、
出
生
数
が

80
万
人
を
割
り
込
ん
だ
こ

と
も
「
低
賃
金
が
最
大
の

原
因
」
と
指
摘
、「
賃
金
が

低
賃
金
の
国
に
未
来
な
し

　
内
部
留
保
活
用
し
て

　
　
　
賃
上
げ
を

ベ
ル
・
ボ
ー
イ
ン
グ
社
に

対
し
て
関
係
部
品
の
再
設

計
を
発
注
し
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
墜
落
の
危
険

が
あ
り
な
が
ら
オ
ス
プ
レ

イ
は
現
在
で
も
日
本
上
空

を
飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。

直
ち
に
飛
行
を
中
止
す
べ

き
で
す
。

上
が
る
国
に
変
え
な
け
れ

ば
未
来
も
な
い
」
と
迫
り

ま
し
た
。

税
し
、
そ
の
財
源
を
中
小

企
業
支
援
に
あ
て
、
最
低

賃
金
を
全
国
ど
こ
で
も

１
５
０
０
円
以
上
に
す
る

日
本
共
産
党
の
提
案
に
応

え
る
よ
う
要
求
し
ま
し
た
。

　

小
池
氏
は
、「
分
配
の
ゆ

が
み
に
最
大
の
問
題
が
あ

る
」
と
指
摘
。
大
企
業
の

内
部
留
保
に
時
限
的
に
課


